朝礼のお話【６月１８日】

　今朝、大阪を震源とした、震度６弱という大きな地震が起きました。愛西市の震度は３だったようです。後から原野先生からお話がありますが、いざという時に落ち着いた行動がとれるようにしてください。その時に大切なことは、「大声を出さないこと」です。日頃から、朝礼や集会など人が集まる場では、とても静かに行動できるみなさんですが、突然の出来事が起きたときも、それを守って放送や指示がしっかり聞けるようにしてほしいと思います。

　さて、昨日は保護者学級で、みなさんのお家の方がたくさん学校に来てくれました。朝は通学路のごみ拾いをしながら登校し、授業を見たり、ふれあい学級で一緒に活動したりして過ごしました。お家の方やみなさんが、楽しそうな笑顔で過ごしている姿を見ることができ、とてもうれしい気持ちになりました。ここにいる草平小学校のみんな一人一人が、家族にとってとても大切な存在であることを実感しました。そして、学校は、その大切な一人一人が集まっている場所なのだと再確認しました。

　そんな大切な子たちが集まる場所で、時々悲しいことが起きます。

　職員室に泣いて入って来て、「どうしたの」 と聞くと、「〇〇君にパンチをされたの」とか「引っかかれた」とか「〇〇ちゃんに悪口をいわれた」とか。

　学校は、大勢の人が集まって生活をしています。家で過ごすのとちがって、自分の思い通りにならないこともたくさんあります。やってはいけないこと、やらなければならないこともたくさんあります。当然トラブルもあるでしょう。

　でも、だからと言って暴力をふるったり、悪口を言ったりしてもよいのでしょうか？暴力をふるったり、悪口を言ったりしたら解決するのでしょうか？

　先生は、きっぱりと言い切ります。「暴力や悪口では、何一つ解決することはできません」と。

　もし、何かトラブルがあったときに、「いやだなあ」と我慢するときって誰でもあると思います。そんな時には、手をしっかりと握って、大きく息を吸ったり吐いたりする深呼吸をしましょう。手を握ることで、手を出さずに済み、深呼吸をすることで高ぶった気持ちを落ち着かせることができます。

　それでも、我慢ができないときは、その場から離れましょう。それは、トラブルの「相手から逃げること」ではなく、「手を出したり相手を攻撃してしまいそうな状況から逃げること」で、とても『勇気のある賢い逃げ』だと先生は思います。

　そして、少し落ち着いたら、先生にきちんと話をしましょう。それで、相手を傷つけたりする状況にならずに済みます。また、相手が悪かったとしても、暴力をふるってしまえば自分も悪くなってしまいます。でも、我慢して暴力をふるう状況から逃げられれば、自分は悪くなりません。

　いいですか。もう一度言います。「暴力や悪口では、何一つ解決することはできません」。そのことをしっかりと覚えてください。

　最初に言ったように、みなさんどの子も家族の大切な存在です。一人一人が、言葉を口にしたり、行動したりする前に、それが相手を傷つけたりいやな気持にさせるたりする行為にならないかを考えて、行動できるようにしたいですね。

　自分自身も、そして友だちや先生、家族など周りの人たちも大切にできる『草平っ子』になりましょう。

